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地域公共交通を取り巻く課題の整理

地域現況の整理

町民等の意向把握の実施

地域内公共交通に関する現況調査

アンケート調査

町民アンケート、利用者アンケートを実施し、町
内の移動動向や、公共交通の利用実態を把握します。

ヒアリング調査

事業者・関係者にヒアリング調査を実施し、
サービス供給側の状況や意向を把握します。

現況情報の整理

地域現況、公共交通の運行状況、町のまちづくり
計画の概況を整理し、公共交通を取り巻く問題点を
整理します。

現計画の検証

現行の地域公共交通計画について、達成できな
かった取組みや、方針を変えるべき取組みなど、
次期計画で継続課題とすべき内容を整理します。

町民意向との調整

町民意見交換会

計画の方向性や、
位置付ける施策に対
して、町民目線から
意見をいただき、よ
り町民意向を強く反
映させます。

方向性・施策の検討

基本方針・将来像

次期計画で目指すべき方向性（基本方針）や、大井町の公共交通が目指す姿
（将来像）を示します。

基本目標・評価指標

次期計画により達成すべき事項（基本目標）と、その達成状況を検証するた
めの数値目標（評価指標）を設定し、次年度以降の計画の推進状況を図る目安
とします。

実施する事業・施策

将来像の実現、基本目標の達成のために必要となる取組みや、大井町の公共
交通を維持するために必要な施策を位置付けます。

P2

P6

P9

P9

P11

計画の策定

パブリックコメント

完成した計画（原案）に対して、町民から広く意見を
集い、町民意向との整合性を検証します。

地域公共交通計画の策定

パブリックコメントを経て作成した計画（案）を本
会にて承認し、計画を策定します。

１．大井町地域公共交通計画の概要 

１-１ 策定の目的 

大井町において人口減少や高齢化が進む中、小・中学校の通学手段の確保や高齢者や交

通手段を持たない住民に対し、住民ニーズに応じた利便性の向上、公共交通を取り巻く環

境や実態に応じた取組みについて、具体的に実施する事業やスケジュールを明確にし、持

続可能な公共交通網の構築をめざすため「大井町地域公共交通計画」を策定することを目

的とする。 

 

１-２ 策定に向けたフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1  地区別カルテイメージ 
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２．策定の流れ 

２-１ 町民等の意向把握の実施 

２-１-１ 町民アンケート 

アンケート調査を実施し、結果を地区別に分析、現行の路線網及び運行ダイヤを照らし合

わせて、ニーズとのズレや問題点を整理し、公共交通の再編に向けた改善策の検討に活用す

る。併せて、公共交通に対する意識を把握し、今後、求める公共交通などの意向把握を行う

ことを検討する。 

 

表１  町民アンケート概要（案） 

調査概要 

調査 

対象 

15 歳以上の町民 2,000 世帯（住民基本台帳）。 

うち、相和地区については全世帯調査（500 世帯程）、他の地区は無作為抽出で

1,500 世帯を予定。 

調査 

方法 

・郵送配布・郵送回収を基本として実施。※回収率は 35％程度を想定。 

・QR コードや URL を設定し、Web 上からも回答できるようにする。 

調査 

内容 

【調査項目】 【調査により明らかにすること】 

・日常の外出状況 

・移動実態やニーズと現行の公共交通網・運行ダイヤと

照らし合わせ、移動状況やニーズとのズレや問題点を

把握し、改善策を検討。 

・公共交通の利用状況 

・サービスレベルや料金などの不公平感がないかを確

認し、見直しを検討。 

・公共交通の新規利用、既存利用者の利用促進に向けた

事業項目の重要度や優先度を把握し、改善策を検討。 

・どのようなケースで各公共交通を利用しているのか

を把握し、どのような代替が可能なのかを検討。 

・公共交通に対する意識 

・公共交通に対する意識を把握し、需要と供給をマッチ

ングした地域公共交通を検討。 

・公共交通を再編する際の実現可能性な施策内容と優

先順位を検討。 

・個人属性 ・各設問に対するクロス集計として活用。 
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２-１-２ 公共交通利用者アンケート 

アンケート調査を実施し、各公共交通の利用状況とサービスレベルの問題点を把握するこ

とで、公共交通の再編に向けた改善策の検討に活用する。併せて、公共交通に対する意識を

把握し、今後、求める公共交通などの意向把握を行うことを検討する。 

 

表２  公共交通利用者アンケート概要（案） 

調査概要 
調査 

対象 
おおいゆめバス、路線バスの利用者 

調査 

方法 

・車内に調査員が乗り込み、直接回収する（平日 2 日、土曜日 1 日想定）。 

・QR コードや URL を設定し、Web 上からも回答できるようにする。 

調査 

内容 

【調査項目】 【調査により明らかにすること】 

・利用特性 

・目的別の利用状況とサービスレベルの問題点を把握し、

効率化する区間と維持する区間など、公共交通の見直し

に向けて検討。 

・他の公共交通の利用状況 
・どういったケースで各公共交通を利用しているのかを

把握し、どのような代替が可能なのかを検討。 

・外出ニーズ 
・現在の公共交通の運行状況に合わせて外出しており、本

当は外出したいニーズの有無を把握し、再編検討。 

・公共交通に対する意識 
・公共交通に対する意識を把握し、需要と供給をマッチン

グした地域公共交通を検討。 
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２-１-３ 関係者ヒアリング 

交通事業者については、公共交通の利用状況、事業者からみた現在の公共交通の問題点や

要望、公共交通の再編、連携方策に関する考えなどについて協議を行う。 

加えて、本町のまちづくりに係る庁内関係課や、関係団体へのヒアリングでは、分野別の

現状や公共交通との関連事業、広域的な連携や民間サービスとの連携の実現可能性などにつ

いて把握・協議する。 

その他、周辺自治体を対象にしたヒアリングでは、既存の広域交通についての現状や今後

の運行に関する意向、公共交通による新たな本町とのアクセス整備などの実現可能性につい

て把握・協議する。 

調査の内容及び対象の候補については以下の通りである。また、必要に応じて、追加での

ヒアリング調査の実施も検討する。 

 

表３  交通事業者ヒアリング概要（案） 

調査概要 

調査対象 ・鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者 

※必要に応じて、外の事業者にも聞き取り。 

調査方法 ・交通事業者を訪問し、直接聞き取り 

調査内容 

【調査項目】 【調査により明らかにすること】 

◆現状の運行状況と問題点 

・運行ルート、運行人員、運行車両数 

・運行の問題点 

・交通事業者が抱える現状の問題点から、サ

ービスレベルの維持・向上に向けた事業者

の体力を把握 

◆公共交通の再編 

・運行ルートや運行ダイヤの再編案 

・再編による効果、再編の実現性など

を把握 

・再編による効果、再編の実現性などを把握 

・一部、運行形態やルール変更等の可能性を

把握 

◆新たな取組・サービスに対する意識 

・公共交通の新たな施策に対する考え  

・新たな施策の実現性、担い手としての見込

みなどを把握 

 

表４  上大井駅の拠点整備事業に係るヒアリング概要（案） 

調査概要 
調査 
対象 ・政策経営課 

調査 
内容 ・現在の拠点整備事業の整備状況、ロードマップ、公共交通とまちづくりの連携方策 等 
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表５  関係団体ヒアリング概要（案） 

調査概要 

調査 
対象 

・社会福祉協議会（福祉分野） 

・教育委員会（教育分野） 

・足柄上商工会（商業分野） 

調査 
内容 

・移動サービスなどの運行状況、移動の困りごとに関する声、運行の問題点、現在の

取組内容、取組内容を進めるにあたり公共交通計画や再編に求めること 

・公共交通との連携方策、新たな取組の可能性 

 

表６  周辺自治体ヒアリング概要（案） 

調査概要 
調査 
対象 ・小田原市、南足柄市、開成町、松田町、中井町、山北町 など 

調査 
内容 ・広域路線の考え方、新たな公共交通の検討状況 等 
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２-２ 地域内公共交通に関する現況整理 

２-２-１ 地域現況の整理 

１） 地域現況の整理 

地域の現状整理にあたっては、地区ごとに異なる実情を踏まえて、GIS を用いて、人口分布

（年齢別人口及び将来人口）や、生活関連施設の分布などを重ね合わせて、エリアごとの課題を

可視化する。また、地域ごとの傾向をより細かく捉えるため、地区別カルテとして整理する。 

 

表７  収集する地域の現況整理データ 

項目 収集する地域の現況整理データ データ収集先・方法例 

地形 標高 国土地理院データ等 

人口特性 
総人口、総世帯、地域別人口、人口分布状

況、年齢別人口、将来人口 

住民基本台帳、国勢調査、社人研推計

結果等 

土地利用 土地利用、用途地域 国土数値情報等 

施設立地 
施設分布状況（商業施設、公共施設、高

校、医療・福祉施設 等） 
国土数値情報、大型小売店総覧 等 

移動特性 
通勤・通学流動、時間帯別のエリア別の滞

留状況 

R2 国勢調査、RESAS（人流データ） 

等 

道路交通 道路NW（計画含む）、免許保有状況 
道路交通センサス、町統計データ、警

察保有データ 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 地区別カルテイメージ（千葉県成田市での事例）   
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■平日休日別

○大宮営業所⇒中瓜連⇒水戸駅（平日）
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どの時間帯が多いか、少ないか 

バス停別の乗車人数、降車人数 

２-２-２ 公共交通の実態把握 

地域公共交通は、バス路線網・バス停位置、カバー状況などネットワーク全体での評価

と、路線・便ごとの利用状況（事業者提供データ等）や機能性・事業性・生産性等を踏まえ

て評価・分析を行う。また、路線ごとの傾向をより細かく捉えるため、路線別カルテとして

整理する。 

 

表８  収集する公共交通の現況整理データ 

項目 収集する地域の現況整理データ データ収集先・方法例 

公共交通 

・運行ルート 
・公共交通ネットワークの変化 
・交通拠点・バス停等の設置箇所・変化 
・公共交通利用圏・交通不便エリア 等 

国統計局や当社保有データの活用 
町・交通事業者発行のダイヤ・ルー
ト・時刻表 
路線別乗降データ、収支状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 路線別カルテ掲載データのイメージ（茨城県庁での事例）   



 

8 

 

２-２-３ 上位・関連計画等と本計画の位置付けの整理 

上位・関連計画等における地域・各分野のまちづくりの方向性を整理し、公共交通の位置

づけや公共交通に求められる役割等を整理する。 

整理結果に応じて、前述の庁内関係各課へのヒアリングでの追加調査も視野に入れ、具体

的な役割や施策等について協議し、具体的な再編事業の検討や施策メニューや交通体系再編

の検討につなげる。 

 

表９  公共交通に求められる役割の整理の視点 

視 点 内 容 

各計画の実現に向けて公

共交通に期待される役割 

各計画の将来像や目標等の内容に着目し、直接的に公共交通に

関する記述はないものの、将来像等の実現を考えていく上で公

共交通として支援できる・支援すべき事項を検討し、公共交通

に期待される役割として整理する。 

各計画で位置づけられた

公共交通に関連する施策 

各計画で示す施策体系等の中で、公共交通に直接的に言及して

いる箇所に着目、当該箇所に記載されている公共交通に関連す

る事項を整理する。 

交通サイドからの検証と

必要施策 

拠点について交通サイドからみた必要箇所の整理及び拠点へ

の誘導を促進するための施策の検討を行う。また、拠点間をつ

なぐ基幹的な公共交通路線について、将来的に維持していける

路線なのかを検討する。 

 

２-２-４ 現計画の評価検証 

現計画の評価検証にあたっては、計画に位置づけている施策や事業ごとに、達成状況を検

証し、次期計画への反映の是非を検証する。併せて、現況整理結果やヒアリング結果、その

他庁内提供資料から評価指標の現況値を整理し、その達成状況を検証する。 
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・各種データ分析、各種調査を踏まえて、「潜在需要」「顕在需要」「供給」のマッチングを図り、問題となっている区間や
エリアの把握を行います。（需給ギャップの可視化）

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

70人

20人

50人

20人

ﾒｯｼｭＺ

・地区Ｃ～地区Ｂ、地区Ｄ及び地区Ａ

～地区Ｃへの移動実態が見られる。

・メッシュＺの移動人口が多くなっており、

多くの人口が流入、流出している。

⇒地区Ｃ～地区Ｂのネットワークの強化が

必要で、地区Ｃの中でもメッシュＺへの接

続強化が必要。

⇒地区C～地区Bは路線バスの維持・向上
を図り、地区Cは地区内移動としてコミュニ
ティバスやデマンド交通の充実化。

＜潜在需要の整理イメージ＞

・ある町民が、ある時間帯にどこの地区のエリアや拠点に移動しているのか、移動実態を整理します。

・地区単位で、マクロ的な視点から見た、目的別・交通手段別の移動実態を把握します。

＜潜在需要と顕在需要と供給のマッチングイメージの一例＞

・潜在需要（人口分布や滞留状況）と顕在需要（利用者）をマッチング及び可視化して、路線の問題区間を抽出します。

・供給（運行本数）と顕在需要（利用者）、潜在需要（人口分布や滞留状況）をマッチング及び可視化して、路線の問題区間
（供給不足もしくは供給過剰）を抽出しつつ、新たに需要が見込めるエリアの抽出をします。

運行本数と人口や利用者

数を可視化。

⇒人口に対して、運行本数が

過剰になっている区間、不

足している区間はどこなのか

人口分布に対し、乗降客数

の割合（獲得率）が低い

バス停を赤丸で表示。

⇒課題のあるバス停や路線

バスはどこなのか

現在はバスが運行していないエリア

だが、移動状況などを見ると、新た

な運行ルートとして検討できるエリア

を可視化。

⇒ゆめおおいバスのルート再編。

２-３ 大井町地域公共交通計画（案）の策定 

２-３-１ 地域公共交通を取り巻く課題整理 

2-1～2-２により整理した地域の現状・問題点等を踏まえ、地域公共交通を取り巻く課題

を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 課題整理のポイント 

 

２-３-２ 目指す将来像、基本方針、基本目標等の設定 

整理した課題を踏まえ、課題解決を図るため基本方針を検討し、その方針に基づく目標及

び数値目標を上位・関連計画との整合を図りながら設定する。併せて、地域公共交通のあり

方、公共交通サービス提供の方針、公共交通とまちづくりとの連携方針、公共交通の運営・

運行体制の方針等を定める。 
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２-３-３ 目標を達成するために行う事業及びその実施主体等の検討 

位置付ける事業の検討にあたっては、2-3-2で設定した基本方針及び基本目標を達成す

る上で必要となる、地域公共交通の再編事業や利用促進事業等の再編事業を検討する。併せ

て、利用促進事業等の事業内容、実施主体、事業スケジュールなども踏まえて検討する。 

 

 

図5  方針・施策検討の方向性イメージ 

 

・実施方針、実施事業の検討にあたっては、基本方針及び基本目標と一体的に検討し、前段部分で整理した現状・課題を踏まえ

たものとなるよう、また、上位・関連計画で位置付けられたまちづくり方針等との整合性が図られるように留意します。

施策イメージ

・枝と葉の地域公共交通ネットワークの構築

（交通同士の接続強化）

・周辺市町村との広域連携

・おおいゆめバスの評価検証及び再編

・新たな公共交通の導入検討

・まちづくり施策（上大井駅整備事業）との連携 など

・各地区における最適な公共交通の検討

・「葉」となる交通と「枝」となる交通の公共交通接続の検討

（町外拠点を含む）など

基
本
方
針
・
基
本
目
標

重視すべき4つの視点

公共交通再編の視点

・まちづくりと連携した公共交通ネットワー
クの形成が図られているか

・ニーズに対応しつつ、交通事業者の実情に
応じた運行形態の構築が図られているか

利用環境の改善の視点

利用しやすい公共交通の環境が整備されてい
るか

利用促進の視点

利用促進に係るサービスが充実しているか
公共交通の利用に向けた町民の意識啓発が展

開されているか

情報提供の視点

誰もがわかりやすい情報提供が推進されてい
るか

施策イメージ

・既存施設との連携も含めたバス待ち環境の改善

・交通拠点における環境整備（上大井駅整備事業含む） など

施策イメージ

・地域等との協働による利用促進

・運転免許証自主返納支援の促進に向けた検討 など

・公共交通の乗り方教室及びバスツアーの実施

・公共交通利用に向けた意識啓発

・地域や企業との連携 など

施策イメージ

・デジタル化も含めた公共交通マップの作成

・ICTによる情報発信 など
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２-３-４ 評価指標や進行管理方法等の設定 

計画の基本目標及び位置付ける事業の進捗管理として、計画の推進を裏付ける定量的なデ

ータを評価指標と定め、計画策定後の評価検証時に活用するものとして位置付ける。 

 
図6 評価指標・進行管理の設定イメージ 

 

２-３-５ 町民意見交換会 

意見交換会では、地域公共交通計画の施策事業、公共交通システムの運行計画の再編事

業のブラッシュアップのために意見を把握する。 

 

表１０  町民意見交換会概要（案） 

調査概要 
調査 
対象 

・近隣地域に居住する町民 

※町内 3地区で 1回ずつの開催を想定 

調査 
内容 

◆地域公共交通計画及び公共交通システムの運行計画の素案について 

・地域公共交通の課題、計画の基本方針・目標・施策事業（案）の説明 

・公共交通システム運行計画の再編事業の概要（案）の説明 

 

◆意見交換 

・施策事業（案）及び再編事業（案）で重点的に進めてほしいもの 

・施策事業（案）及び再編事業（案）の改善アイデア 

・その他、取り組むべき施策、事業について 

 

２-３-６ 大井町地域公共交通計画のとりまとめ 

４-１-1～４-１-５の内容を踏まえて、計画（原案）を作成するとともに、パブリックコ

メントの結果を踏まえて、計画書（案）をとりまとめる。  

・目標設定について、どのような施策を推進したことで効果が顕在化し、それが指標等に反映されたのか、そのつながりを明確

化することが必要であると考えます。

・明確化することで、施策等の改善策を検討する材料にもなると考えます。そのため、アウトプット指標とアウトカム指標の考

え方に沿って、目標を設定します。

アウトプット指標【毎年評価】施策
アウトカム指標

【毎年評価及び中間評価】
目標

・運転士確保に向けた取組数

・路線バス車両からタクシー車両への移行数

・周辺市町村との接続数

施策案①

地域公共交通網の

構築

・総人口に対する利用者数比率の

維持

・公共交通カバー地域の維持

・公共交通到達圏の維持・向上

・路線バスに対する満足度

・おおいゆめバスに対する満足度

・行動変容したとする割合

・鉄道・バスの交通分担率の向上

【基本方針】

●●

・バス停のカバー圏域人口、運行本数

・支線交通との接続数

施策案②

幹線交通の維持

【基本方針】

●●

・運行エリアのカバー圏域人口

・幹線交通と接続数、交通同士の連携取組数

施策③

支線交通の再編

【基本方針】

●●

・上大井駅整備事業に対応した賑わい創出に

関する取組数

・通学対象者に対する公共交通を活用した

通学講座数

・65歳以上の運転免許所有者の免許返納数

・公共交通マップの作成

・交通計画に位置づけた広報活動の実施数

施策④

利用促進の推進

【基本方針】

●●

施策の実施結果を基に得られた成果・効果
→アウトプット指標とアウトカム指標の関係

例えば、将来人口は減少していく見込みのた
め、利用者数ではなく利用率の指標を設定
→経年変化を踏まえた評価指標などに留意

基本方針、
目標・施策
のつながり
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３．大井町地域公共交通活性化協議会の開催予定 

大井町地域公共交通活性化協議会の開催について、計画策定に係る協議会は、以下の内容を

想定している。 

 

表１１  地域公共交通会議の開催予定 

回 実施時期 内容（案） 

第 28 回会議 令和8年６月19日（金） ・地域公共交通計画の策定スケジュール 

第 29 回会議 令和 8年 10月 

・地域及び公共交通の現状整理 

・アンケート調査・ヒアリングの結果報告 

・地域公共交通を取り巻く課題整理 

・地域公共交通計画（骨子案）の検討 

－計画の基本方針と目標について 

－計画に位置付ける施策イメージについて 

第 30 回会議 令和 9年 1月 

・意見交換会の内容報告 

・地域公共交通計画（原案）の検討 

－意見交換会結果等の反映について 

－計画に位置付ける施策について 

第 31 回会議 令和 9年 3月 ・地域公共交通計画（案）の検討 
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４．策定スケジュール 

大井町地域公共交通計画の策定スケジュールは下表のとおり。 

 

表１２  業務スケジュール 

 

 


